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富山大学の沿革                           
年 事項（旧富山大学） 事項（医科薬科大・高岡短大） 
1949 年（昭和 24 年） 富山大学発足（文理学部、教育学部、薬学部、工学部）文理学部経済学科設置  
1953 年（昭和 28 年） 経済学部設置（文理学部より独立）  
1963 年（昭和 38 年） 大学院薬学研究科設置  
1967 年（昭和 42 年） 大学院工学研究科設置  
1974 年（昭和 49 年） 和漢薬研究所設置  
1975 年（昭和 50 年）  富山医科薬科大学開学，医学部設置 
1976 年（昭和 51 年）  富山医科薬科大学薬学部設置(富山大学より移行) 
1977 年（昭和 52 年） 人文学部、理学部設置（文理学部を改組）  
1978 年（昭和 53 年） 大学院理学研究科設置  
1983 年（昭和 58 年）  高岡短期大学開学（産業工芸学科・産業情報学科） 
1986 年（昭和 61 年） 大学院人文科学研究科設置  
1991 年（平成 3 年） 大学院経済学研究科設置  
1994 年（平成 6 年） 大学院教育学研究科設置  
1998 年（平成 10 年） 大学院工学研究科を理工学研究科に改称（理学研究科を廃止）  
2001 年（平成 13 年） 極東地域研究センター設置  
2004 年（平成 16 年） 国立大学法人法の規定により国立大学法人となる  




2010 年（平成 22 年）  高岡短期大学部廃止 
 
経済学部の沿革                           
年 事    項 
1924年(大正 13年) 高岡高等商業学校設置 
1940年(昭和 15年) 高岡高等商業学校東亜科創設 
1944年(昭和 19年) 高岡工業専門学校に転換(在校生のために存続する高岡高等商業学校を高岡経済専門学校へ） 
1949年(昭和 24年) 富山大学設置、文理学部経済学科設置  
1953年(昭和 28年) 経済学部経済学科設置  
1959年(昭和 34年) 富山大学経営短期大学部開学 
1974年(昭和 49年) 経済学部経営学科設置  
1979年(昭和 54年) 経済学部経営法学科設置 
1985年(昭和 61年) 経済学部昼間主・夜間主コースの設置，富山大学経営短期大学部の学生募集を停止 
1991 年(平成 3 年) 大学院経済学研究科(修士課程)［地域・経済政策専攻、企業経営専攻］の設置 
 
  


























高岡高商のこと(1)                              
本籍地別にみた在学生数（昭和 3年） 
道府県 学生数(人) 道府県 学生数(人) 道府県 学生数(人) 道府県 学生数(人) 
富山 162 愛媛 7 高知 4 秋田 1 
石川 59 山口 6 山形 3 福島 1 
長野 19 神奈川 5 奈良 3 栃木 1 
新潟 16 静岡 5 和歌山 3 長崎 1 
兵庫 16 福岡 5 徳島 3 米国 1 
愛知 15 鹿児島 5 佐賀 3 北海道 0 
岐阜 14 東京 4 熊本 3 青森 0 
福井 12 千葉 4 宮崎 3 宮城 0 
三重 10 山梨 4 茨城 2 沖縄 0 
大阪 9 滋賀 4 埼玉 2 樺太 0 
岡山 9 鳥取 4 香川 2 台湾 0 
京都 8 島根 4 大分 2 朝鮮 0 































高岡高商のこと(3)  資料：『富山大学五十年史』，経済学部統計                                
■高岡高商では銀行金融業が主な就職先，製造業（工業会社）も多い 
 
 
 
 
 
 
 
